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川柳 250 年 江戸史跡めぐりバスツアー 
 
 

 

㊤龍宝寺の初代川柳墓所

を見学する一行。お参りを

することにより初代川柳

と改めて結縁した。 
 
㊧三囲神社の五世、六世、

九世川柳の句碑について

解説を聞く一行。ここに

は、阪井久良伎の句碑とと

もに、江戸以来の無数の句

碑群があり、ひとつひとつ

を楽しんだ。 
 
㊧テプコ浅草館の目で識

る川柳 250 年展の見学。 
十五世脇屋川柳氏の開設

にも熱が入る。 
 
㊦三ノ輪の浄閑寺見学。投

込寺の吉原総霊塔に嵌め

込まれた花又花酔の句碑

を見学、荷風の文学碑など

多くの見所がある。 

 

8月26日、川柳250年式典の翌日、

31 名の参加を得て江戸・東京川柳史

跡めぐりバスツアーが行なわれた。  

尾藤三柳、脇屋川柳という川柳研

究者を先達に、発祥の地、龍宝寺、

菊屋橋公園、テプコ浅草館の川柳展、

松屋浅草の川柳展、浅草寺、三囲神

社川柳句碑群、浄閑寺（投込み寺）、

上野東照宮というコース。途中、江

戸名物の「むぎとろ」に舌鼓を打ち、

江戸を満喫。 

ふだん川柳関係者としてもあま

り行く機会を持たない史跡を巡り、

川柳の歴史を目の当たりに体感し

たことは参加者にとって有意義で

あったと思う。 

川柳発祥から 250 年。江戸で興っ

た地方文芸が、紆余曲折を経て今日

の隆盛を迎えたことに思いを馳せ

ることができた。 

この異常なほどの暑さも、川柳と

の関わりの中で、しっかりと記憶の

中に刻み込まれた。 

 

 

 

 

＜問合せ・ご意見＞ 

川柳 250 年実行委員会事務局 

  事務局 尾藤一泉 

〒114‐0005 東京都北区栄町 38－2     

e-mail：senryu250@estyle.ne.jp  

電話：０３－３９１３－００７５   

Fax．：０３－３９１３－１５１２  

URL；http://www.senryu-gakkai.com/senryu_250/index.html 


